
No.３１３２
百名山雄峰を二つ一辺に楽しむ
火打山・妙高山
実施日 2023年10月1日(日)～３日(火)
天 候 曇り／曇りのち晴れ／晴れ
リーダー 宮崎 敏男
参加者 宮崎敏男、佐藤聡美 計２名
費 用 交通費 計19,060円､宿泊費計2

0,000円 合計39,060円
タイム 10/1 妙高高原(10:10∼20 )

笹ヶ峯(10:45)笹ヶ峰(11
:00)黒沢橋(12 :08)富士
見平(14 :40)高谷池ヒュ
ッテ(15:40) 泊

10/2 高谷池ヒュッテ(6:30)天
狗の庭(07:00)ライチョ
ウ平(8:40)火打山(08:26
∼9:15)ライチョウ平(9:4
5)天狗の庭(10:31)高谷
池ヒュッテ(11:17∼13:00
昼食)茶臼山～黒沢池ヒ
ュッテ(14:00) 泊

10/3 黒沢池ヒュッテ(6:00)
大倉乗越(6 :30)長助池
分岐(7 :10)妙高山北峰
(9:03)南峰(10:12)称名
滝(13:52)燕温泉(14:45･
温泉入浴16:20 )関山
駅着(16:51)関山駅発(1
7:15)妙高高原駅(17:24)
長野駅着(18:56)長野駅
発(19:07)東京駅(20:52)

【10/１】新幹線故障で長野駅で2時間近
く の 足 止 め も 何 と か ク リ ア 。
笹 ヶ 峰 登 山 口 は 予 想 外 の 好 天
気 で 明 る い シ ラ カ バ 林 の 木 道
か ら ス タ ー ト 。
黒 沢 橋 の 袂 で 昼 食 後 は 登 り も

急 な 十 二 曲 り 。
下 山 者 と 多 く す れ 違 う が 皆
さ ん 登 山 靴 、 パ ン ツ の 裾 、 中
に は お 尻 か ら 腿 ま で 泥 ん こ だ
ら け 。 イ ヤ な 予 感 「 泥 遊 び で
も し た の ？ 」「 ど こ が ひ ど い
の ？ 」 等 と 軽 口 す れ ば 「 全 部
だ よ 」「 行 け ば わ か る よ 」 と
不 機 嫌 … 今 日 Ｎ ｅ ｗ 登 山 靴 の
履 き お ろ し の 身 と し て は 心 中
穏 や か な ら ず … 。
や が て 富 士 見 分 岐 。 Ｇ Ｏ Ａ
Ｌ は 間 近 と 思 い き や ゴ ロ 石 、
根 掛 か り 、 そ し て 難 難 敵 泥 ん
こ 道 が 時 間 を 喰 う 。
到 達 し た ヒ ュ
ッ テ は 高 谷 池 、
火 打 山 を 彩 る
紅 葉 の 中 で 三
角 屋 根 が ひ と
き わ 引 き 立 っ
て い た 。
【 1 0 / 2 】 明 け 方 ま で 渋 い て い
た 霧 雨 も 直 止 み 高 谷 池 の 草 紅

葉 、 周 囲 の 山
々 の 紅 葉 が 秋
天 の 青 空 の 中
一 段 と 映 え る 。
火 打 山 頂 は ま
だ 霧 の 中 。 到

着 ま で に 晴 れ 上 が れ と 念 ず る 。
が 、 願 い む な し く 山 頂 は 乳 白
色 の 夢 幻 世 界 。 つ ぎ つ ぎ と 到
着 す る 人 と
無 念 を 分 か
ち 合 っ た 。
し か し 、 頂
上 直 下 か ら
眺 め る 天 狗
の 庭 、 高 谷
池 と 広 が る 高 層 湿 原 そ の 背 後



に そ び え る 妙 高 山 の パ ノ ラ マ
景 観 は 補 っ て 余 り あ る も の だ
っ た 。
午 後 は 高 谷 池 で ゆ っ く り 昼
食 タ イ ム を 過 ご し た 後 三 つ 目
の 黒 沢 池 湿 原 、 ユ ニ ー ク な ド
ー ム 型 の 黒 沢 池 ヒ ュ ッ テ へ と
向 か っ た 。
【 1 0 / 2 】 今 回 は 笹 ケ 峰 か ら 火
打 ・ 妙 高 山 を 経 て 燕 温 泉 へ 向
か う 縦 走 コ ー ス 。

最 後 ま で 興 味
は 尽 き な い 。
急 登 の 大 倉 乗
越 を 一 転 ガ
レ 場 を 急 降 下 、
斜 面 を ト ラ バ

ー ス し て 長 助 池 分 岐 に た ど り
着 く 。
こ こ か ら 妙 高
山 北 峰 ま で 見
た 目 に も 実 際
歩 い て も 急 な
登 り だ 。
先 に 待 っ て い る 山 頂 へ の 期

待 が 背 中 を
押 す 。
妙 高 山 北 峰
山 頂 は 3 6 0
度 の 絶 景 と
秋 の 青 空 、
高 天 す じ 引

く 雲 、 感 動 ・ 有 頂 天 ！ 最 高 峰
の 南 峰 は 溶 岩 の 急 崖 に 囲 ま れ
荒 々 し い 。 下 山 は こ の 溶 岩 崖
に 刻 ま れ た ジ グ ザ グ 道 か ら 始
ま る 。 尋 常 で な い 溶 岩 回 路 、
ス パ と 切 れ そ う な 岩 、 岩 に 刻
ま れ た ス テ ッ プ と 鎖 の 道 。
標 高 差 1 6 0 0 ㍍ 余 り の 下 山 路
は 歩 き ガ イ が あ る 。 途 中 、 光

善 寺 池 、 称 明 滝 な ど の 景 観 も
楽 し み 、 到 着 し た 燕 温 泉 は 地
味 だ が 歴 史 あ る 名 湯 。 白 濁 、
湯 の 花 の 硫 黄 泉 が 気 持 ち イ イ 。
今 回 の 山 旅 は 良 か っ た 、 疲 れ
も 癒 さ れ た 。

（ 記 ･写 真 ・ 宮 崎 敏 男 ）

私 の 一 言 佐 藤 聡 美
新 幹 線 の 遅 れ や ド ロ ド ロ 道
の ス タ ー ト で ど う な る 事 か と
思 い ま し た 。
火 打 の 頂 上 は あ い に く の 霧
の 中 で し た が 天 狗 の 庭 や 高 谷
池 ヒ ュ ッ テ の 景 観 は 見 る こ と
が 出 来 、 妙 高 の 山 頂 で は 北 に
南 に 名 だ た る 名 山 が 雲 海 に 一
望 。 今 ま で に
な い 眺 め 感 動 ！
辛 い 下 山 も 温
泉 で 一 汗 流 し 、
紅 葉 の 山 を 堪
能 し た 山 行 で
し た 。

（ 記 ･写 真 ： 佐 藤 聡 美 ）


